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(54)【発明の名称】 洗滌・消毒システム

(57)【要約】
【課題】  従来の医療用具および洗滌・消毒装置を用い
て相互にデータ通信をすることができる洗滌・消毒シス
テムを提供する。
【解決手段】  医療用具（内視鏡）７を洗滌、消毒する
洗滌・消毒システムであって、周辺機器との電気的接続
部となっている電気的接続部８を有する内視鏡７と、こ
の内視鏡７を洗滌、消毒すると共に、無線通信手段およ
びデータ記憶手段を有した洗滌・消毒装置１と、内視鏡
７を洗滌、消毒する際に内視鏡７の電気的接続部８に装
着され、液剤の滲入から電気的接続部８を保護する防水
キャップ９とを備え、防水キャップ９には、電気的接続
部８を通じて内視鏡７との間で相互に通信を行う第１の
通信手段と、この防水キャップ９の回路と洗滌・消毒装
置１の無線通信手段との間で相互に無線通信を行う第２
の通信手段を設け、これらの通信手段を用いて内視鏡７
と洗滌・消毒装置１との間でデータ通信を行うようにし
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  医療用具を洗滌、消毒する洗滌・消毒シ
ステムであって、
周辺機器との電気的接続部となっている電気的接続部を
有する医療用具と、この医療用具を洗滌・消毒すると共
に、無線通信手段およびデータ記憶手段を有した洗滌・
消毒装置と、
前記医療用具を洗滌・消毒する際に前記医療用具の電気
的接続部に装着され、液剤の滲入から前記電気的接続部
を保護する防液手段とを備え、
前記防液手段には、前記電気的接続部を通じて前記医療
用具との間で相互に通信を行う第１の通信手段と、この
防液手段の回路と前記洗滌・消毒装置の無線通信手段と
の間で相互に無線通信を行う第２の通信手段を設け、こ
れらの通信手段を用いて前記医療用具と前記洗滌・消毒
装置との間でデータ通信を行うようにしたことを特徴と
する洗滌・消毒システム。
【請求項２】  前記洗滌・消毒装置と前記医療用具との
間での通信を中継する中継通信手段を設けたことを特徴
とする請求項１に記載の洗滌・消毒システム。
【請求項３】  医療用具を洗滌・消毒する洗滌・消毒シ
ステムであって、
通信手段およびデータ記憶手段を有する医療用具と、
この医療用具を洗滌・消毒すると共に、無線通信手段お
よびデータ記憶手段を有した洗滌・消毒装置と、前記医
療用具を洗滌・消毒する際に用いる付属品とを具備し、
前記付属品には前記医療用具との間で相互に通信を行う
第１の通信手段と、前記洗滌・消毒装置との間で相互に
無線通信を行う第２の通信手段を設け、これらの通信手
段を用いて前記医療用具と前記洗滌・消毒装置との間で
データ通信を行うようにしたことを特徴とする洗滌・消
毒システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、使用した内視鏡な
どの医療用具を洗滌、並びに滅菌を含む消毒を行うため
の洗滌・消毒システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の洗滌・消毒装置には、内視鏡の
洗滌、消毒を効率的に行うために、自動運転プログラム
が搭載されている。これらプログラムは、予め規定され
た処理工程を自動的に運転するいくつかのプログラム
と、ユーザーが処理工程を手動で設定できるプログラム
とを備えている。洗滌・消毒装置は、ほとんどの形式の
内視鏡をそれぞれに応じた処理工程を行うプログラムが
設定されているが、内視鏡の種類によっては、かなり余
裕を持った洗滌、消毒を実施する場合もある。また、洗
滌、消毒対象の内視鏡には、いつ、どのような処理がさ
れたかをユーザーが記録し、これを管理する必要性も生
じている。
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【０００３】これらの課題を解決する手段として、ＲＦ
ＩＤ（Ｒａｄｉｏ  Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ  Ｉｄｅｎｔｉ
ｆｉｃａｔｉｏｎ（高周波自動認識システム＝トランス
ポンダ））システムを採用した内視鏡の洗滌・消毒装置
が知られている。この洗滌・消毒装置は、図１７に示さ
れている。この洗滌・消毒装置２００は、配置された内
視鏡を洗滌、消毒する洗滌槽２０２と、処理工程時の洗
滌液や消毒液などの液剤の飛散を防止するトップカバー
２０４と、処理工程のプログラムなどを設定するコント
ロールパネル２０６と、それぞれ洗滌、消毒時に使用す
る洗滌液、消毒液を収納する液剤収納部２０８とが設け
られている。また、この洗滌・消毒装置２００の洗滌槽
２０２の内部には、内視鏡の本体に装着され、この内視
鏡の型名、製造番号情報などを記憶したＲＦＩＤタグの
情報を交信して読み取るためのＲＦＩＤ通信ユニット２
１０が設けられている。
【０００４】以下、この洗滌・消毒装置２００を用いて
洗滌、消毒を行う医療用具として、図１８に示されてい
る内視鏡２１２を用いて説明する。一般に、内視鏡２１
２を使用する場合は、この内視鏡２１２のコネクタ２１
４を図示しない光源装置と接続し、さらに、この内視鏡
２１２の電気的接続部２１６をスコープケーブル２１８
を介して図示しないビデオプロセッサに接続する。とこ
ろで、この内視鏡２１２を洗滌、消毒する場合は、この
内視鏡２１２の電気的接続部２１６を液剤の滲入などか
ら保護するため、内視鏡２１２の電気的接続部２１６に
防水キャップ２２０を装着する。
【０００５】また、この内視鏡２１２には、ＲＦＩＤタ
グ２２２と呼ばれる送受信ユニットが図１８に示されて
いるように装着され、このＲＦＩＤタグ２２２は、主制
御部、送受信回路、メモリ、アンテナなどで構成されて
いる。これら主制御部、送受信回路、メモリ、アンテナ
などは、ＲＦＩＤ通信ユニット２１０を介して洗滌・消
毒装置２００の本体制御部によって制御され、メモリ内
には、内視鏡２１２の型名、製造番号、いつ検査が行わ
れたか、どのような症例に用いられたかなどが記憶され
る。
【０００６】次に、このような洗滌・消毒システムの動
作を説明する。内視鏡２１２の洗滌、消毒処理を行う場
合は、防水キャップ２２０を電気的接続部２１６に装着
し、この内視鏡２１２の本体を洗滌槽２０２に入れる
と、自動的にＲＦＩＤ通信ユニット２１０が、内視鏡２
１２の本体に装着したＲＦＩＤタグ２２２のデータを読
み込む。このデータには、この内視鏡２１２の型名、製
造番号などが記憶され、このデータによって洗滌・消毒
装置２００は、この内視鏡２１２を洗滌消毒するための
最適化プログラムを選択し、洗滌槽２０２内に溜めた洗
滌液や消毒液に浸漬して行われる洗滌、消毒処理を自動
的に行う。また、洗滌、消毒処理が終了した場合、洗滌
・消毒装置２００が内視鏡２１２の本体のＲＦＩＤタグ
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２２２にどのような洗滌消毒処理を行ったか、いつ処理
したのかなどのデータの書き込みを行う。
【０００７】ところで、近年、病院の業務効率化のため
に、内視鏡の洗滌、消毒情報（以下、洗滌情報という）
を一括してコンピュータで管理したり、この洗滌情報を
内視鏡、例えば、ビデオ内視鏡システムのモニター画面
に表示し、この内視鏡の洗滌・消毒装置の稼動状態を監
視したりするといったニーズが高まっている。
【０００８】このようなニーズに対応するため、内視鏡
もより高機能化が進み、内視鏡の本体に主制御部（例え
ば、ＣＰＵ）、通信機能、メモリなどを内蔵したものが
商品化されている。このような新形式の内視鏡２２４
は、図１９に概略的に示されている。この内視鏡２２４
には、他の図示しない周辺機器と電気的に接続される電
気的接続部（ここでは、通信用コネクタ部）２２６を有
する。また、この内視鏡２２４を洗滌、消毒する場合、
この通信用コネクタ部２２６には、洗滌液や消毒液の滲
入を防止する防水キャップ２２８が装着される。
【０００９】また、この内視鏡２２４に内蔵され、通信
用コネクタ部２２６と接続された回路は、図２０に示さ
れている。この回路は、安定化回路（電源回路）２３０
と、リセット回路２３２と、メモリ２３４と、主制御部
２３６とから構成されている。この回路中のメモリ２３
４には、内視鏡２２４の型名、製造番号の他に、例え
ば、ビデオ内視鏡に使用しているＣＣＤの特性や、過去
の修理来歴、ビデオプロセッサの使用回数などのデータ
が記憶され、ビデオ内視鏡システムの性能を最適化した
り、修理時の参考データとして活用したりしている。そ
して、通信用コネクタ部２２６は、ＣＣＤなどの信号線
と同じ電気的接続部内に配置されている。内視鏡２２４
を洗滌、消毒するには、内視鏡２２４の電気的接続部２
２６を防水キャップ２２８で塞ぐことは品質的に必須で
あり、洗滌・消毒装置が型名、製造番号情報などのデー
タを取得するする手段としては装置の構造、コストを考
えると非接触による手段が望ましい。
【００１０】このように、現在、市場に提供されている
内視鏡には、ＲＦＩＤタグを装着した形式の内視鏡と、
主制御部を有する形式の内視鏡とが少なくとも混在して
いる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
ＲＦＩＤシステムを採用した洗滌・消毒装置が、新形式
の内視鏡から洗滌情報を取得するには、この内視鏡にＲ
ＦＩＤタグを新たに装着するという手段しかない。これ
では、内視鏡に内蔵した主制御部を有効に利用できず、
この医療用具のコストアップに繋がることとなる。ま
た、各内視鏡に対応できる全く新たな洗滌・消毒装置を
開発するという案もあるが、新たな装置の開発費用、ユ
ーザーの設備投資による費用負担もあり、得策ではな
い。
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【００１２】また、ＲＦＩＤシステムのアンテナによる
データの送受信は、アンテナの大きさや配置によって通
信電波が上手く送受信されないことがある。内視鏡に装
着されているＲＦＩＤタグは、この内視鏡を洗滌槽に配
置した状況に応じて、アンテナの位置や方向が所定の位
置や方向とずれてしまうことがあるので、洗滌・消毒装
置側に配置したアンテナの送受信範囲を広く設定してお
く必要があった。そのため、アンテナの形状や通信電波
の出力を大きくしたり、複数の指向性の違うアンテナを
設置したりする必要があった。
【００１３】さらに、従来のＲＦＩＤシステムを採用し
た洗滌・消毒装置では、内視鏡から洗滌情報を取得する
には、内視鏡の本体にＲＦＩＤタグを新たに装着する必
要があり、主制御部を有する新形式の内視鏡との間のデ
ータ通信は、データ信号に互換性がなく、実施すること
ができなかった。
【００１４】本発明は、このような事情に基づいてなさ
れたもので、従来の医療用具および洗滌・消毒装置を用
いて相互にデータ通信をすることができる洗滌・消毒シ
ステムを提供することを目的とする。
【００１５】また、本発明は、従来の医療用具と洗滌・
消毒装置との間のデータ通信を確実に行うことができる
洗滌・消毒システムを提供することを目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】本発明によると、医療用
具を洗滌・消毒する洗滌・消毒システムであって、周辺
機器との電気的接続部となっている電気的接続部を有す
る医療用具と、この医療用具を洗滌・消毒すると共に、
無線通信手段およびデータ記憶手段を有した洗滌・消毒
装置と、前記医療用具を洗滌・消毒する際に前記医療用
具の電気的接続部に装着され、液剤の滲入から前記電気
的接続部を保護する防液手段とを備え、前記防液手段に
は、前記電気的接続部を通じて前記医療用具との間で相
互に通信を行う第１の通信手段と、この防液手段の回路
と前記洗滌・消毒装置の無線通信手段との間で相互に無
線通信を行う第２の通信手段を設け、これらの通信手段
を用いて前記医療用具と前記洗滌・消毒装置との間でデ
ータ通信を行うようにした、洗滌・消毒システムを提供
できる。
【００１７】また、前記洗滌・消毒装置と前記医療用具
との間での通信を中継する中継通信手段を設けたことが
好ましい。
【００１８】このような構成にすると、洗滌・消毒装置
と医療用具との間の互換性のないデータを変換して相互
に通信することができる。さらに、通信を中継させるこ
とにより、洗滌・消毒装置と医療用具との間で、確実な
通信を行うことができる。
【００１９】さらに、本発明によると、医療用具を洗滌
・消毒する洗滌・消毒システムであって、通信手段およ
びデータ記憶手段を有する医療用具と、この医療用具を
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洗滌・消毒すると共に、無線通信手段およびデータ記憶
手段を有した洗滌・消毒装置と、前記医療用具を洗滌・
消毒する際に用いる付属品とを具備し、前記付属品には
前記医療用具との間で相互に通信を行う第１の通信手段
と、前記洗滌・消毒装置との間で相互に無線通信を行う
第２の通信手段を設け、これらの通信手段を用いて前記
医療用具と前記洗滌・消毒装置との間でデータ通信を行
うようにした、洗滌・消毒システムを提供できる。
【００２０】このような構成にすると、洗滌・消毒装置
および第１の通信手段と、第２の通信手段および医療用
具との間を近接させることができるので、確実な通信を
行うことができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について説明する。
【００２２】［第１の実施の形態］まず、第１の実施の
形態について図１ないし５を用いて説明する。本実施の
形態にかかる洗滌・消毒装置１は、図１に示されてい
る。この洗滌・消毒装置１は、従来と同じＲＦＩＤシス
テムが採用されている。この洗滌・消毒装置１には、医
療用具を洗滌、消毒する洗滌槽２と、処理工程時の洗滌
液や消毒液などの液剤の飛散を防止するトップカバー３
と、処理工程のプログラムなどを設定するコントロール
パネル４と、それぞれ洗滌、消毒時に使用する洗滌液、
消毒液を収納する液剤タンクを収納する液剤収納部５と
が設けられている。また、この洗滌・消毒装置１の洗滌
槽２の部分には、医療用具の本体に装着され、この医療
用具の型名、製造番号情報などを記憶したＲＦＩＤタグ
の情報を交信して読み取るためのＲＦＩＤ通信ユニット
６が設けられている。
【００２３】以下、この洗滌・消毒装置１を用いて、使
用後に洗滌、消毒を必要とする医療用具として、図２に
示されている内視鏡７を用いて説明する。この内視鏡７
は、他の図示しない周辺機器と電気的に接続される電気
的接続部（ここでは、通信用コネクタ部）８を有する。
また、この内視鏡７を洗滌、消毒する場合は、この通信
用コネクタ部８を洗滌液や消毒液などの液剤の滲入など
から保護するため、内視鏡７の電気的接続部８に内視鏡
７、並びに洗滌・消毒装置１の付属品として設けられた
防水キャップ９が装着される。この防水キャップ９の概
略は、図３に示されている。
【００２４】図３中、（ａ）はこの防水キャップ９の側
面図が、（ｂ）は後面図が、（ｃ）は正面図がそれぞれ
示されている。この防水キャップ９は、この防水キャッ
プ９の最外部を覆う外カバー１０と、内視鏡７全体にわ
たって漏水を検知するため、漏水検知用送気チューブ
（図示せず）に接続される漏水検知用バルブ１１と、こ
の防水キャップ９、並びに電気的接続部８が接続された
ときに液体の滲入を防止するためのゴムパッキン１２と
を有する。また、内視鏡７の電気的接続部（通信用コネ
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クタ部）８と電気的に接続するためのコネクタピン１３
ａと、この防水キャップ９の外部にある洗滌・消毒装置
１との間で無線通信を行うための回路を備える基板（Ｐ
Ｃ板）１４と、通信用のアンテナ１５とを有する。
【００２５】図２に示されている内視鏡７の電気的接続
部８の外観は、図４に示されている。内視鏡７側の防水
キャップ９が接続される部分は、金属材で構成される防
水キャップ受け１６と、この防水キャップ受け１６に設
けられた嵌合用ピン１８とから構成されている。内視鏡
７の電気的接続部８内部には、内視鏡７の先端に設けら
れている撮像素子などの信号を伝達するための信号用の
コネクタピン１３ｂが設けられ、また、本実施の形態で
使用される信号の通信線以外に用いられるコネクタピン
１３ｃも併設されている。
【００２６】この防水キャップ９と内視鏡７との電気的
接続部８は、ルア・ロック構造（カム溝呼び込み構造）
であり、このカム溝１８ａに、内視鏡７側の防水キャッ
プ受け１６に設けられた嵌合用ピン１８が嵌合し、防水
キャップ９を回転させることにより、接続され、さら
に、防水キャップ９内のゴムパッキン１２が圧縮されて
内部の防水が保たれ、かつ、防水キャップ９のコネクタ
ピン１３ａと電気的接続部８のコネクタピン１３ｂとの
電気的接続も確保される構造となっている。以下の実施
の形態２ないし６に示されている防水キャップと内視鏡
の電気的接続部との接合部は、記述しないが、同様の構
造となっている。
【００２７】次に、本実施の形態の洗滌・消毒システム
の回路構成について説明する。図５は、ＲＦＩＤシステ
ムが採用されたＲＦＩＤ通信ユニット６のデータ送受信
回路の一部と、内視鏡７に装着された防水キャップ９内
の回路、および内視鏡７内の回路とが示されている。と
ころで、ＲＦＩＤ通信ユニット６のデータ送受信回路
と、防水キャップ９内のデータ送受信回路との間の構成
は、一般的なＲＦＩＤシステムの構成と同じようになっ
ている。
【００２８】ＲＦＩＤシステムの特徴は、非接触でデー
タの読み書きができる点と、読み込むときの機器同士
（ＲＦＩＤ送受信回路とデータ記憶媒体と）の設置条件
に制約が少ない点である。また、このＲＦＩＤシステム
は、一般に、電磁結合方式、静電結合方式、電磁誘導方
式、マイクロ波方式、光通信方式があり、本実施の形態
では、電磁結合方式、電磁誘導方式、マイクロ波方式が
より本実施の形態の効果を発揮しやすいが、他の方式で
も応用することができる。
【００２９】図５に示されている防水キャップ９内の回
路は、ＲＦＩＤタグと呼ばれ、主制御部（例えば、ＣＰ
Ｕなど）２０、送受信回路２１、並びに電源回路２２な
どによって構成されている。本実施の形態では、前述の
電磁結合方式を対象にしており、このような電磁結合方
式のＲＦＩＤシステムでは、ＲＦＩＤ通信ユニット６
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7
が、洗滌・消毒装置１の本体に設けられ、この洗滌・消
毒装置１の本体制御部、および図示しない外部インター
フェース（例えば、ＬＡＮなど）とも接続されている。
これらＲＦＩＤ通信ユニット６内の回路は、ＲＦＩＤタ
グに送信する送信信号を作成する変調回路２３、作成し
た信号を送信するための送信コイルＬ１、並びに発振器
２４と、ＲＦＩＤタグから送信された信号を受信するた
めの受信コイルＬ２、並びに受信した信号を復調する復
調回路２５と、これらコイルＬ１，Ｌ２、並びに回路を
制御するコントローラ２６とから構成されている。
【００３０】ＲＦＩＤタグと同じ役割をする防水キャッ
プ９内の回路は、信号を送受信するためのコイルＬ３
と、共振用のコンデンサＣと、受信信号を復調する復調
回路２７と、復調した信号を再生する変換器２８と、こ
の変換器２８、およびデータを記憶するメモリ２９を制
御し、内視鏡７の本体との通信を制御するための主制御
部２０とから構成されている。また、防水キャップ９内
の回路を駆動するための電源は、コイルＬ４で受信した
信号を平滑化、並びに整流して各回路に供給する安定化
回路２２を用いることで達成される。さらに、防水キャ
ップ９内の主制御部２０は、内視鏡７内の主制御部３０
と電気的に接続され、防水キャップ９内の安定化回路２
２も、内視鏡７内の安定化回路３１と電気的に接続され
ている。これら内視鏡７と防水キャップ９との間の接続
は、図３および４に示されているコネクタピン１３ａ，
１３ｂを用いて接続される。また、内視鏡７の本体内
は、安定化回路３１と、リセット回路３２と、メモリ３
３と、主制御部３０とから構成されている。つまり、洗
滌・消毒装置１の本体に設けられたＲＦＩＤ通信ユニッ
ト６と防水キャップ９とは、電波による無線通信が行わ
れ、防水キャップ９と内視鏡７とは、電気的な接続によ
り接続され、通信が行われる。従って、外観、並びに使
い勝手は、従来のＲＦＩＤシステムを採用した洗滌・消
毒装置システムと同じである。
【００３１】次に、この洗滌・消毒システムの動作を説
明する。まず、内視鏡７の電気的接続部８に防水キャッ
プ９を接続する。この操作により防水キャップ９内の回
路と内視鏡７の本体内の回路との接続が確保される（第
１の通信）。そして、この内視鏡７を洗滌・消毒装置１
の洗滌槽２に設置する。この後、洗滌・消毒装置１の電
源をオンにすると、この洗滌・消毒装置１は、自動的に
ＲＦＩＤシステムを作動し、ＲＦＩＤ通信ユニット６
と、防水キャップ９が装着された内視鏡７との間で無線
のデータ通信を行う（第２の通信）。データの書き込み
動作は、図５に示されているコントローラ２６からシリ
アル信号として転送される書き込みコマンド、並びに書
き込み情報に従って、デジタル変調された無線周波信号
を送信コイルＬ１に印加する。この無線周波信号によっ
て防水キャップ９側のコイルＬ３に誘起された信号は、
増幅され、復調回路２７で元のデジタル信号に復調す
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る。デジタル化したシリアル信号情報は、パラレル信号
に変換し、メモリ２９へ情報を格納する。さらに、この
防水キャップ９内の主制御部２０は、内視鏡７内の主制
御部３０と通信を行い、内視鏡７内のメモリ３３にデー
タ（例えば、洗滌・消毒の実施日など）を書き込む。
【００３２】また、これらデータの読み出し動作は、送
信コイルＬ１から電磁結合で送られる読み出しコマンド
を検出し、上記と同様な信号の流れによって指定された
内視鏡７内のメモリ３３から情報を読み出す。このメモ
リ３３から読み出したパラレル情報を送信コイルＬ１か
ら送られる無変調信号に同期してシリアル信号に変換
し、変調回路３４でその信号に従って、コイルＬ３とコ
ンデンサＣによるタンク回路を共振状態にするか否かを
制御する。そしてコントローラ２６で受信コイルＬ２を
介してＲＦＩＤタグ側のタンク回路が共振するか否かを
検出することにより、データ（例えば、内視鏡７の型
名、製造番号、ビデオ内視鏡に使用しているＣＣＤの特
性や、過去の修理来歴など）の交信が行われる。
【００３３】このような構成にすることによって、防水
キャップ９内でデータを変換させることができ、データ
の互換性のある、なしにかかわらず、データを通信する
ことができるので、洗滌・消毒装置と医療用具との間
で、容易にデータ通信を行うことができる。
【００３４】ところで、通信の信号形態はシリアル、パ
ラレルと限定する必要はなく、回路、素子、通信の効率
にあわせて他の手段、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（近
距離無線通信）と呼ばれる規格を使用しても良い。
【００３５】この時点で適合対象物であれば、それに適
した洗滌、消毒プログラムを運転し、この内視鏡７の洗
滌、消毒を実施する。そして一連の処理が終了すると、
洗滌データ（洗滌、消毒時間、実施完了日など）を防水
キャップ９内の回路を経由して内視鏡７に送信し、洗
滌、消毒物の洗滌情報として内視鏡７内のメモリ３３に
記録する。
【００３６】この洗滌情報は、次回の洗滌、消毒を行う
際の参考データとして使用可能であり、常に最適な洗
滌、消毒プログラムを実行するようにすることができ
る。また、場合によっては、ユーザーによって誤って設
定された洗滌パラメータまたは処理プログラムを実行す
る場合があるが、これらは、このようなデータ認識を行
うことにより、自動的に洗滌・消毒装置１の動作を止め
ることができる。この措置によって、洗滌、消毒対象
物、特に、内視鏡７などの温度に敏感な光学部品などに
対する損傷を防止することが可能になる。ＲＦＩＤを送
受信装置として利用することによって、洗滌対象物また
は洗滌手順に関連のあるデータを、その洗滌対象物のデ
ータに付け加えることができるようになる。
【００３７】［第２の実施の形態］次に、図６ないし９
を用いて本発明の第２の実施の形態を説明する。内視鏡
７の本体を、洗滌・消毒装置４０の洗滌槽４１にセット
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9
した状態は、図６に示されている。図６中、この洗滌槽
４１の内周面には、それぞれ洗滌・消毒装置４０と内視
鏡７との付属品として設けられた送気送水管路洗滌チュ
ーブ接続口４２と、吸引管路洗滌チューブ接続口４３
と、鉗子起上用パイプ洗滌チューブ接続口４４とが配設
されている。ここで、送気送水管路洗滌チューブ接続口
４２と、吸引管路洗滌チューブ接続口４３と、鉗子起上
用パイプ洗滌チューブ接続口４４は、それぞれ脱着自在
な送気送水管路洗滌チューブ４５と、吸引管路洗滌チュ
ーブ４６と、鉗子起上用パイプ洗滌チューブ４７の一端
が接続され、これら洗滌チューブ４５，４６，４７の他
端は、内視鏡７の本体内の図示しない送気送水管路、吸
引管路、鉗子起上用パイプにそれぞれ接続する。これら
洗滌チューブ４５，４６，４７を通して、洗滌・消毒装
置４０から洗滌液や消毒液が内視鏡７の本体内の各管路
に供給されることによって、内視鏡７の本体内の各管路
が洗滌、消毒されるようになっている。また、洗滌槽４
１内には、内視鏡７全体にわたって漏水を検知するた
め、漏水検知用送気チューブ接続口４８が設けられてい
る。この漏水検知用送気チューブ接続口４８には、脱着
自在な漏水検知用送気チューブ４９の一端が接続されて
いる。この漏水検知用送気チューブ４９の他端は、内視
鏡７の電気的接続部に取り付けられた防水キャップ５０
に設けられた漏水検知用バルブ５１に接続されている。
また、内視鏡７の本体を洗滌槽４１に設置する際には、
内視鏡７の本体を保持する、内視鏡７、および洗滌・消
毒装置４０の付属品として設けられた保持網５２をセッ
トして内視鏡７の本体が保持されている。
【００３８】送気送水管路洗滌チューブ４５と洗滌・消
毒装置４０の送気送水管路洗滌チューブ接続口４２との
接続部分は、図７に示されている。洗滌・消毒装置４０
の洗滌槽４１内に設けられている送気送水管路洗滌チュ
ーブ接続口４２の近傍には、洗滌・消毒装置４０に装着
されたＲＦＩＤ通信ユニットとして用いられるアンテナ
５３が設けられている。また、送気送水管路洗滌チュー
ブ４５の一端に設けられたコネクタ５４には、ＲＦＩＤ
通信用電波を中継するためのアンテナ５５が設けられて
いる。送気送水管路洗滌チューブ接続口４２に送気送水
管路洗滌チューブ４５を接続すると、洗滌・消毒装置４
０に装着されたアンテナ５３と送気送水管路洗滌チュー
ブ４５側に設けられたアンテナ５５とが近接するととも
に、互いの指向が一致するようになっている。
【００３９】また、送気送水管路洗滌チューブ４５と内
視鏡７との接続部分は、図８に示されている。この内視
鏡７の本体には、内視鏡７の内部の図示しない送気送水
管路に接続している送気送水ボタンシリンダ５６と、内
視鏡７の内部の図示しない吸引管路に接続している吸引
ボタンシリンダ５７とが開口されている。これらボタン
シリンダ５６，５７には、送気送水管路洗滌チューブ４
５の他端に設けられたコネクタ５８が接続され、洗滌・
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消毒装置４０から洗滌液や消毒液の供給が行われる。そ
して、この内視鏡７の本体には、送気送水管路洗滌チュ
ーブ４５のコネクタ５８が接続されるボタンシリンダ５
６，５７の近傍に、ＲＦＩＤタグ５９が設けられてい
る。また、送気送水管路洗滌チューブ４５のコネクタ５
８には、ＲＦＩＤ通信用電波を中継するためのアンテナ
６０が設けられている。内視鏡７の本体に送気送水管路
洗滌チューブ４５を接続すると、内視鏡７に設けられた
ＲＦＩＤタグ５９内のアンテナと送気送水管路洗滌チュ
ーブ４５側に設けられたアンテナ６０とが近接するとと
もに、互いの指向が一致するようになっている。そし
て、これらアンテナ５５，６０は、送気送水管路洗滌チ
ューブ４５の内部に設けられた導電線で接続されてい
る。
【００４０】次に、本実施の形態の洗滌・消毒システム
の回路構成について説明する。図９は、ＲＦＩＤシステ
ムを採用したＲＦＩＤ通信ユニットとして用いられるア
ンテナ５３のデータ送受信回路の一部と、送気送水管路
洗滌チューブ４５に設けられた回路と、内視鏡７に設け
られたＲＦＩＤタグ５９内の回路とが示されている。ア
ンテナ５３内の回路は、ＲＦＩＤタグ５９に送信する送
信信号を作成する変調回路６１、作成した信号を送信す
るための送信コイルＬ１、並びに発振器６２と、ＲＦＩ
Ｄタグ５９から送信された信号を受信するための受信コ
イルＬ２、並びに受信した信号を復調する復調回路６３
と、これらコイルＬ１，Ｌ２、並びに回路を制御するコ
ントローラ６４とから構成されている。
【００４１】また、送気送水管路洗滌チューブ４５に
は、ＲＦＩＤ通信電波を中継するためにコイルＬ５，Ｌ
６が設けられ、これらコイルＬ５，Ｌ６は、それぞれア
ンテナ５５，６０に対応し、洗滌・消毒装置４０に設け
られたアンテナ５３と、内視鏡７の本体に設けられたＲ
ＦＩＤタグ５９との間で電波の中継が行われる。
【００４２】さらに、内視鏡７の本体に設けられたＲＦ
ＩＤタグ５９は、信号を送受信するためのコイルＬ３
と、共振用のコンデンサＣと、受信信号を復調する復調
回路６５と、復調した信号を再生する変換器６６と、こ
の変換器６６、およびデータを記憶するメモリ６７を制
御し、通信を制御するための主制御部６８とから構成さ
れている。また、ＲＦＩＤタグ５９内部のこれら回路を
駆動するための電源は、コイルＬ４で受信した信号を平
滑化、並びに整流して各回路に供給する安定化回路６９
を用いることで達成される。
【００４３】次に、この洗滌・消毒システムの動作を説
明する。まず、内視鏡７の電気的接続部に防水キャップ
５０を接続する。そして、この内視鏡７を洗滌・消毒装
置４０に設けられた洗滌槽４１に配設する。この際、内
視鏡７内の各管路を洗滌、消毒するために各管路へ洗滌
液や消毒液などの液剤を供給するための各洗滌チューブ
４５，４６，４７を内視鏡７と洗滌・消毒装置４０との
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間に接続する。また、内視鏡７に送気送水管路洗滌チュ
ーブ４５を接続すると、内視鏡７に設けられたＲＦＩＤ
タグ５９のコイルＬ３，Ｌ４と、送気送水管路洗滌チュ
ーブ４５内の中継用アンテナ６０のコイルＬ６とが近接
するとともに、互いの指向が一致するようになってい
る。また、洗滌・消毒装置４０の送気送水管路洗滌チュ
ーブ接続口４２に送気送水管路洗滌チューブ４５を接続
すると、洗滌・消毒装置４０に設けられたＲＦＩＤ通信
ユニットとして用いられるアンテナ５３のコイルＬ１，
Ｌ２と、送気送水管路洗滌チューブ４５の中継用のアン
テナ５５のコイルＬ５とが近接するとともに、互いの指
向が一致するようになっている。
【００４４】内視鏡７の本体を洗滌・消毒装置４０にセ
ットし、接続が終わると、ユーザーは洗滌・消毒装置４
０のコントロールパネル（図示せず）を操作して、ま
ず、漏水検知用送気チューブ４９に送気して、内視鏡７
の全体にわたる漏水検査を行い、続いて、洗滌、消毒工
程を開始する。この工程が始まると、洗滌・消毒装置４
０に設けられたアンテナ（ＲＦＩＤ通信ユニット）５３
はＲＦＩＤ通信を開始し、内視鏡７に設けられたＲＦＩ
Ｄタグ５９との通信を行う。洗滌・消毒装置４０側のコ
イルＬ１より送信が行われると、送気送水管路洗滌チュ
ーブ４５のコイルＬ５に電位が励起されるとともに、コ
イルＬ６へと電位が伝達される（第１の通信）。そし
て、コイルＬ６では伝達された電位により電波を発生
し、内視鏡７側のアンテナであるコイルＬ３，Ｌ４へ電
波を中継する（第２の通信）。これら第１および第２の
通信により、洗滌・消毒装置４０と内視鏡７との間で送
気送水管路洗滌チューブ４５に内蔵された中継アンテナ
を介してＲＦＩＤ通信が行われる。この際、通信が行わ
れる洗滌・消毒装置４０のアンテナ５３と、送気送水管
路洗滌チューブ４５との間と、送気送水管路洗滌チュー
ブ４５と、内視鏡７のＲＦＩＤタグ５９との間とのアン
テナ同士が近接するとともに、互いの指向が一致するよ
うになっているので、各アンテナの送受信範囲を小さく
設定でき、効率よく確実な通信を達成することができ
る。
【００４５】この通信を行うと、洗滌・消毒装置４０
は、セットされた内視鏡７に設けられたＲＦＩＤタグ５
９からデータを読み出して、内視鏡７に応じて最適化し
た洗滌消毒工程を行うとともに、工程終了時には、洗滌
消毒データをＲＦＩＤタグ５９に書き込む。
【００４６】なお、本実施の形態では、送気送水管路洗
滌チューブ４５を中継用アンテナとして用いているが、
同様に吸引管路洗滌チューブ４６、または鉗子起上用パ
イプ洗滌チューブ４７など、他の洗滌チューブに中継用
アンテナを設けてＲＦＩＤ通信を行うようにしてもよ
い。
【００４７】［第３の実施の形態］次に、図２，３，１
０および１１を用いて第３の実施の形態を説明する。本
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実施の形態は、第１および第２の実施の形態の変形例で
あり、中継用のアンテナに洗滌・消毒装置４０と内視鏡
７との付属品として設けられた、電気的接続部（図示せ
ず）に取り付けられる防水キャップ９と、この防水キャ
ップ９に接続され、内視鏡７全体にわたって漏水を検知
するための漏水検知用送気チューブ４９とを用いた例で
ある。
【００４８】洗滌・消毒装置４０に内視鏡７をセットし
た状態は、図１０に示されている。この内視鏡７の電気
的接続部（図示せず）には、図３に示されている防水キ
ャップ９が取り付けられている。この防水キャップ９に
は、漏水検知用バルブ１１が設けられ、この防水キャッ
プ９の内部には、内視鏡７側のＲＦＩＤ通信ユニットと
して用いられるアンテナ７０が設置されている。そし
て、この漏水検知用バルブ１１には、漏水検知用送気チ
ューブ４９のコネクタ７２が接続されている。また、こ
のコネクタ７２の近辺には、内視鏡７側のＲＦＩＤ通信
電波を中継するアンテナ７４が設けられている。漏水検
知用送気チューブ４９が防水キャップ９に接続される
と、漏水検知用送気チューブ４９側のアンテナ７４と内
視鏡７に取り付けられた防水キャップ９のアンテナ７０
とが近接するとともに、互いの指向が一致するようにな
っている。
【００４９】また、この洗滌・消毒装置４０の漏水検知
用送気チューブ接続口４８には、漏水検知用送気チュー
ブ４９の他端のコネクタ７６が接続されている。また、
このコネクタ７６の近辺には、洗滌・消毒装置４０側の
ＲＦＩＤ通信電波を中継するアンテナ７８が設けられて
いる。さらに、この漏水検知用送気チューブ接続口４８
の近辺には、洗滌・消毒装置４０のＲＦＩＤ通信ユニッ
トとして用いられるアンテナ８０が設置されている。こ
の漏水検知用送気チューブ４９が洗滌・消毒装置４０の
漏水検知用送気チューブ接続口４８に接続されると、漏
水検知用送気チューブ４９側のアンテナ７８と洗滌・消
毒装置４０側のアンテナ８０とが近接するとともに、互
いの指向が一致するようになっている。そして、これら
アンテナ７４，７８は、漏水検知用送気チューブ４９の
内部に設けられた導電線で接続されている。
【００５０】次に、本実施の形態の洗滌・消毒システム
の回路構成について説明する。図１１は、ＲＦＩＤシス
テムが採用されたＲＦＩＤ通信ユニットとして用いられ
る洗滌・消毒装置４０側のアンテナ８０のデータ送受信
回路の一部と、漏水検知用送気チューブ４９に設けられ
た回路と、防水キャップ９に設けられた回路と、内視鏡
７内の回路とが示されている。洗滌・消毒装置４０側の
回路は、漏水検知用送気チューブ４９側のアンテナ７８
に送信する送信信号を作成する変調回路８２、作成した
信号を送信するための送信コイルＬ１、並びに発振器８
４と、漏水検知用送気チューブ４９側のアンテナ７８か
ら送信された信号を受信するための受信コイルＬ２、並
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びに受信した信号を復調する復調回路８６と、これらコ
イルＬ１，Ｌ２、並びに回路を制御するコントローラ８
８とから構成されている。
【００５１】また、漏水検知用送気チューブ４９には、
ＲＦＩＤ通信電波を中継するためにコイルＬ５，Ｌ６が
設けられ、これらコイルＬ５，Ｌ６は、それぞれアンテ
ナ７８，７４に対応し、洗滌・消毒装置４０と内視鏡７
の本体との間で電波の中継が行われる。
【００５２】さらに、防水キャップ９は、信号を送受信
するためのコイルＬ３と、共振用のコンデンサＣと、受
信信号を復調する復調回路９０と、復調した信号を再生
する変換器９２と、この変換器９２、およびデータを記
憶するメモリ９４を制御し、内視鏡７の本体との通信を
制御するための主制御部９６とから構成されている。ま
た、防水キャップ９内のこれら回路を駆動するための電
源は、コイルＬ４で受信した信号を平滑化、並びに整流
して各回路に供給する安定化回路９８を用いることで達
成される。さらに、防水キャップ９内の主制御部９６
は、内視鏡７の本体内の主制御部１００に接続され、防
水キャップ９内の安定化回路９８も、内視鏡７の本体内
の安定化回路１０２に接続されている。これら内視鏡７
と防水キャップ９との間の接続は、図３および４に示さ
れているコネクタピン１３ａ，１３ｂを用いて接続され
る。また、内視鏡７の本体内は、安定化回路１０２と、
リセット回路１０４と、メモリ１０６と、主制御部１０
０とから構成されている。つまり、洗滌・消毒装置４０
の本体に設けられたＲＦＩＤ通信ユニットとして用いら
れるアンテナ８０と防水キャップ９とは、アンテナ７
４，７８で中継される電波により無線通信が行われ、防
水キャップ９と内視鏡７とは、電気的な接続により接続
され、通信が行われる。
【００５３】上記のような構成により、洗滌・消毒装置
４０と内視鏡７の本体との間の通信を、第１および第２
の実施の形態に記したように、漏水検知用送気チューブ
４９と防水キャップ９とが中継することにより、確実な
通信を達成することができる。
【００５４】［第４の実施の形態］次に、図８、１２お
よび１３を用いて第４の実施の形態を説明する。本実施
の形態は、第２の実施の形態の変形例である。第２の実
施の形態では、ＲＦＩＤ通信の中継用のアンテナとして
洗滌チューブ４５，４６，４７を用いたが、本実施の形
態は、洗滌・消毒装置４０と内視鏡７との付属品として
設けられた保持網５２に中継用のアンテナが内蔵された
ものである。この保持網５２は、図１２に示されてい
る。この保持網５２には、内視鏡７の本体の操作部を保
持する、操作部保持部１０８に内視鏡７側のＲＦＩＤ通
信電波を中継するアンテナ１１０が設けられている。ま
た、この保持網５２には、この保持網５２を洗滌・消毒
装置４０に固定する固定用輪部１１２に、洗滌・消毒装
置４０に設けられたＲＦＩＤ通信ユニットとして用いら
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れるＲＦＩＤ通信電波を中継するアンテナ１１４が設け
られている。
【００５５】洗滌・消毒装置４０に保持網５２を用いて
内視鏡７をセットした状態は、図１３に示されている。
この保持網５２は、この保持網５２の固定用輪部１１２
を洗滌・消毒装置４０の洗滌槽４１内にある突起部１１
６に引っかけることで固定されている。この突起部１１
６には、洗滌・消毒装置４０側のＲＦＩＤ通信ユニット
として用いられるアンテナ１１８が設けられ、この保持
網５２をセットすると、この保持網５２側のアンテナ１
１４と洗滌・消毒装置４０側のアンテナ１１８とが近接
するとともに、互いの指向が一致するようになってい
る。
【００５６】また、この保持網５２の操作部保持部１０
８には、内視鏡７の本体の操作部１２０がセットされ
る。この内視鏡７の本体の操作部１２０には、図８に示
されているようにＲＦＩＤタグ５９が設けられ、この保
持網５２の操作部保持部１０８に内視鏡７の本体の操作
部１２０をセットすると、保持網５２側のアンテナ１１
０とＲＦＩＤ通信ユニットとして用いられるＲＦＩＤタ
グ５９とが近接するとともに、アンテナの互いの指向が
一致するようになっている。そして、これらアンテナ１
１０，１１４は、保持網５２の内部に設けられた導電線
で接続されている。
【００５７】上記のような構成により、洗滌・消毒装置
４０と内視鏡７の本体との間の通信を、第２の実施の形
態に記したように、保持網５２が中継することにより、
確実な通信を達成することができる。
【００５８】［第５の実施の形態］次に、図５，１１，
１４および１５を用いて第５の実施の形態を説明する。
本実施の形態は、第１および第３の実施の形態の電源供
給手段についての変形例である。第１および第３の実施
の形態の電源生成手段は、通常のデータ通信の範囲（洗
滌・消毒装置１，４０に設けられたＲＦＩＤ通信ユニッ
トとして用いられる送受信アンテナ６，８０と防水キャ
ップ９側のアンテナ１５との間の距離が規定範囲内）、
および現状の主制御部３０，１００などを有する内視鏡
７では問題ないが、他の、例えば、内部の電気回路の機
能、性能の拡張による消費電力の増加した内視鏡が将来
開発されると、第１および第３の実施の形態で記述し
た、コイルＬ３で受信した信号を平滑化、並びに整流
し、各回路に供給する電源生成手段では電力不足になる
可能性が考えられる。そこで本実施の形態では、防水キ
ャップ９内の電源生成部分（図５，１１に示されている
防水キャップ９の安定化回路２２，９８）の代わりにバ
ッテリー１２４を採用する。このバッテリー１２４を防
水キャップ９に搭載した場合の回路図は図１４に、側面
図は図１５に示されている。また、図示しないが、防水
キャップ９の内部に、バッテリー１２４を充電する回路
を設けてもよい。
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【００５９】本実施の形態によれば、内視鏡７側の回路
の消費電力に応じて、バッテリー１２４の容量を選択で
きるので、内視鏡７と洗滌・消毒装置１，４０側との間
のデータ通信の安定性が向上し、内視鏡７と洗滌・消毒
装置１，４０との間の確実なデータ通信が可能になる。
また、将来の内視鏡の機能拡張にも対応できるという利
点がある。
【００６０】［第６の実施の形態］また、図１６を用い
て第６の実施の形態を説明する。本実施の形態は、洗滌
・消毒装置１，４０と防水キャップ９との間のデータ通
信をさらに安定させるための第１および第３の実施の形
態の変形例である。周知のように、ＲＦＩＤシステムの
アンテナを用いたデータの送受信は、アンテナの大きさ
や配置によって通信電波が上手く送受信されないことが
ある。図３に示されている送受信アンテナ１５は、洗滌
槽２の内部に設置され、アンテナの大きさ、配置、並び
に指向性などは、ある程度の範囲で固定される。従っ
て、内視鏡７を洗滌槽２，４１内に装着した状態によっ
ては、防水キャップ９の設置位置が、洗滌・消毒装置
１，４０側の送受信アンテナの性能をカバーする範囲を
超えて設置される可能性がある。
【００６１】そこで本実施の形態では、防水キャップ９
内のアンテナを、防水キャップ９内部の大きさに最大限
合わせたアンテナ１２６を配置した例（図１６の
（ａ））と、指向性の異なる複数の第１のアンテナ１２
８と第２のアンテナ１３０とを配置した例（図１６の
（ｂ））とを示している。
【００６２】本実施の形態によれば、このようなアンテ
ナ１２６，１２８，１３０を採用することにより、内視
鏡７の形状、および内視鏡７の洗滌槽２，４１への配置
位置が変動しても、常に安定したデータ通信が確立され
る。つまりユーザーは、内視鏡７を洗滌、消毒する際
に、内視鏡７の設置位置を気にすることなく、洗滌、消
毒を行うことが可能になる。
【００６３】これら第１ないし第６の実施の形態では、
医療用具として内視鏡を例として説明したが、内視鏡だ
けに限定されるものではなく、外科用カメラヘッド、硬
性鏡、処置具、その他洗滌、消毒を実施する医療用具に
適用することができ、効率的な医療用具の洗滌・消毒シ
ステムを提供できる。また、本実施の形態では、無線の
通信を用いたが、導電線などの有線の通信を用いても構
わない。これまで、いくつかの実施の形態について図面
を参照しながら具体的に説明したが、本発明は、上述し
た実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸
脱しない範囲で行なわれるすべての実施を含む。上記説
明によれば、下記の事項の発明が得られる。また、各項
の組み合わせも可能である。
【００６４】［付記］
１．医療用具の洗滌・消毒システムにおいて、医療用具
を洗滌・消毒するための洗滌・消毒装置と、通信手段及
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びデータ記憶手段を有する医療用具と、前記医療用具の
電気的接続部を液体・気体の滲入などから保護するため
の防液手段とから成り、前記洗滌・消毒装置に通信手段
及びデータ記憶手段を設け、前記防液手段に洗滌・消毒
装置と通信する手段と、前記医療用具と通信する手段を
設けたことを特徴とする医療用具の洗滌・消毒システ
ム。
【００６５】２．前記医療用具が内視鏡であることを特
徴とする付記項１に記載の洗滌・消毒（滅菌）システ
ム。
【００６６】３．前記防液手段が防水キャップ構造から
なる付記項１もしくは２に記載の洗滌・消毒（滅菌）シ
ステム。
【００６７】４．前記洗滌・消毒装置と防水キャップの
通信手段がＲＦＩＤ（高周波自動認識システム＝トラン
スポンダ）からなる付記項３に記載の洗滌・消毒システ
ム。
【００６８】５．前記通信手段がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
（短距離無線技術）からなる付記項１もしくは２に記載
の洗滌・消毒システム。
【００６９】６．前記防水手段内部の電源生成手段がバ
ッテリー構造であることを特徴とする付記項１もしくは
２に記載の洗滌・消毒システム。
【００７０】７．前記防水キャップの内部には、アンテ
ナを有する送受信回路が設けられ、このアンテナは、防
水キャップの外形とほぼ等しい大きさであることを特徴
とする付記項３に記載の洗滌・消毒システム。
【００７１】８．前記防水キャップ内部の送受信回路の
アンテナが少なくとも特性の異なる複数のアンテナから
なることを特徴とする付記項３もしくは７に記載の洗滌
・消毒システム。
【００７２】９．通信手段及ぴデータ記憶手段を有する
医療用具と、前記医療用具を洗滌消毒するための洗滌・
消毒装置と、前記医療用具を前記洗滌・消毒装置に設置
する際に用いる付属品とから成り、前記洗滌・消毒装置
に通信手段及ぴデータ記憶手段を設け、前記付属品に前
記洗滌・消毒装置及ぴ前記医療用具と通信する手段を設
けたことを特徴とする医療用具の洗滌・消毒システム。
【００７３】１０．前記医療用具が内視鏡であることを
特徴とする付記項９の医療用具の洗滌・消毒システム。
【００７４】１１．前記付属品が内視鏡用の洗滌チュー
ブであることを特徴とする付記項９もしくは１０に記載
の医療用具の洗滌・消毒システム。
【００７５】１２．前記付属品が内視鏡用の保持網であ
ることを特徴とする付記項９もしくは１０に記載の医療
用具の洗滌・消毒システム。
【００７６】１３．前記付属品が漏水検知用送気チュー
ブおよび防水キャップであることを特徴とする付記項９
もしくは１０に記載の医療用具の洗滌・消毒システム。
【００７７】
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【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
通信機能を設けた医療用具、もしくは通信機能が接続さ
れた医療用具、および洗滌・消毒装置を用いて相互にデ
ータ通信をすることができる洗滌・消毒システムを提供
することができる。
【００７８】また、本発明によれば、通信機能を設けた
医療用具、もしくは通信機能が接続された医療用具と洗
滌・消毒装置との間のデータ通信を確実に行うことがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態にかかるＲＦＩＤ通信ユニッ
トが設けられた洗滌・消毒装置の概略的な斜視図。
【図２】第１ないし第４の実施の形態にかかる概略的な
内視鏡の説明図。
【図３】第１および第３の実施の形態にかかる防水キャ
ップのそれぞれ概略的な（ａ）側面図、（ｂ）後面図、
（ｃ）正面図。
【図４】第１ないし第６の実施の形態にかかるそれぞれ
概略的な（ａ）内視鏡の電気的接続部の側面図、（ｂ）
電気的接続部の正面図。
【図５】第１の実施の形態にかかる回路を示す回路図。
【図６】第２の実施の形態にかかる洗滌・消毒装置内に
内視鏡を配設した状態を示す概略的な説明図。
【図７】第２の実施の形態にかかる送気送水管路洗滌チ
ューブ接続口と、送気送水管路洗滌チューブとの接続部
を示す概略的な斜視図。
【図８】第２および第４の実施の形態にかかる内視鏡に
設けられたボタンシリンダと、送気送水管路洗滌チュー
ブとの接続部を示す概略的な説明図。
【図９】第２の実施の形態にかかる回路を示す回路図。
【図１０】第３の実施の形態にかかる洗滌・消毒装置内
に内視鏡を配設した状態を示す概略的な説明図。
【図１１】第３の実施の形態にかかる回路を示す回路
図。 *
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*【図１２】第４の実施の形態にかかる保持網を示す概略
的な斜視図。
【図１３】第４の実施の形態にかかる洗滌・消毒装置内
に内視鏡を配設した状態を示す概略的な説明図。
【図１４】第５の実施の形態にかかる回路を示す回路
図。
【図１５】第５の実施の形態にかかるバッテリーが搭載
された防水キャップを示す概略的な側面図。
【図１６】第６の実施の形態にかかるアンテナが設けら
れた防水キャップを示す概略的な側面図。
【図１７】従来の技術にかかるＲＦＩＤ通信ユニットが
設けられた洗滌・消毒装置を示す概略的な斜視図。
【図１８】従来の技術にかかるＲＦＩＤタグが設けられ
た内視鏡を示す概略的な説明図。
【図１９】従来の技術にかかる内部に主制御部を有する
回路が設けられた内視鏡を示す概略的な説明図。
【図２０】従来の技術にかかる内視鏡に設けられた回路
を示す概略的な回路図。
【符号の説明】
１…洗滌・消毒装置、２…洗滌槽、３…トップカバー、
４…コントロールパネル、５…液剤収納部、６…ＲＦＩ
Ｄ通信ユニット、７…内視鏡、８…電気的接続部、９…
防水キャップ、１０…外カバー、１１…漏水検知用バル
ブ、１２…ゴムパッキン、１３ａ，１３ｂ，１３ｃ…コ
ネクタピン、１４…基板、１５…送受信アンテナ、１６
…防水キャップ受け、１８…嵌合用ピン、１８ａ…カム
溝、２０…主制御部、２１…送受信回路、２２…安定化
回路、２３…変調回路、２４…発振器、２５…復調回
路、２６…コントローラ、２７…復調回路、２８…変換
器、２９…メモリ、３０…主制御部、３１…安定化回
路、３２…リセット回路、３３…メモリ、３４…変調回
路、Ｌ１…送信コイル、Ｌ２…受信コイル、Ｌ３，Ｌ４
…コイル、Ｃ…コンデンサ

【図１】 【図２】 【図７】
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